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診療紹介　シリーズで当センターの診療内容についてご紹介いたします。

s心臓・血管・腎臓内科

　狭心症や心筋梗塞などの冠動脈疾患に対しては、年間200件以上の経皮的冠動脈形成術を実施し
ており、難易度の高い症例にも積極的に取り組んでいます。また、末梢動脈疾患に対するカテーテ
ル治療やバイパス手術、不整脈に対するペースメーカー植え込みも行っています。

　また、当科では心臓病の再発や進行を防ぐために、心臓リハビリテーションにも力を入れています。
特に心不全に対しては、退院時からリハビリを導入し、慢性期まで一貫したサポート体制を整えて
います。

　腎臓病にも幅広く対応しており、末期腎不全の患者さんへの透析導入や、心臓や血管の病気を合
併した方の維持透析、透析用シャントのカテーテル治療・血管手術も行っています。

　また、拡張型心筋症、肥大型心筋症、心アミロイドーシス、心サルコイドーシス、高安動脈炎、
心ファブリー病など、専門的な診療を要する「心血管難病」にも積極的に取り組んでいます。これ
らの病気はまれですが、心臓や血管の働きに大きな影響を及ぼすことがあるため、早期発見・早期
治療が非常に重要です。当科では、各分野の専門医が連携し、最新の医学的知見に基づいた診断と
治療を行っています。

　近年、がん治療の進歩により、治療後も長く生活される「がんサバイバー」の方が増えています。
こうした中で注目されているのが、がんと心臓・血管の病気を併せ持つ患者さんへの対応です。が
ん治療による心機能の低下や血栓症、不整脈などのリスクに備え、当科では「腫瘍循環器外来」を設け、
がん患者さんやがんサバイバーの方々の健康と生活の質の向上を目指したサポートを行っておりま
す。

　私たちはまた、獨協医科大学大学院の医工学講座として、心臓・血管・腎臓に関する最先端の医
学研究にも力を注いでいます。微小循環の異常や免疫異常に関わる分子メカニズムの解明、リハビ
リテーションの効果に関する研究など、患者さんの未来につながる研究を日々行っています。

　若手医師の教育にも注力しており、専門性と総合力を兼ね備えた「ジェネラリストの素養を持つ
スペシャリスト」の育成を目指しています。地域の皆さまに信頼される診療体制づくりに、教室一
丸となって取り組んでおります。

　当センターは大学病院でありながら、紹介状なしでも受診が可能です。「大学病院は
敷居が高い」と感じられる方も、どうぞご安心ください。心臓・血管・腎臓に関する
お悩みがありましたら、お気軽にご相談ください。

　私たち心臓・血管・腎臓内科は、日光市エリアにおける循環器診療の中心的な役割を担い、高
度で先進的なチーム医療を提供しています。特に心臓や血管の病気は突然悪化することもあるた
め、当科では24時間365日対応できる救急体制を整え、迅速かつ的確な診療を行っています。
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s病理部

部門紹介　シリーズで当センターの各部門をご紹介いたします。

病理部の仕事とは・・・？
　身体に異常が見つかった場合、適切な『治療』を受けるためには適切な『診断』が必要になります。
そこで、臨床医（内科医、外科医など）は病変が存在すると思われる部位から組織や細胞、または
体液を採取し、その材料が病理部へ届けられます。病理部では、届けられた材料から臨床検査技師
が顕微鏡で観察できるようガラス標本を作製します。その後『診断』を専門とする『病理医』が顕
微鏡で観察して異常の有無を検索し、『診断』すなわち『病理診断』を行います。この一連の流れを『病
理検査』と言います。主治医はこの病理診断を基に治療の方針を決定します。従って、病理部とは、『臨
床医に診断・治療に役立つ情報を提供している部門』と言えます。

【主な業務】
１．病理組織検査
　内視鏡検査や手術など、病変部から採取・摘出された組織検体につ
いて、必要な固定処理からパラフィンブロックを作り、厚さ３μm程
度に薄切した切片をガラスに載せ、染色工程を経て標本が作製されま
す。その後、病理医が『病理診断』を行います。現在、対象の腫瘍に
特化した特定の治療を行うためのコンパニオン診断（免疫組織学的染
色、遺伝子検査）にも対応しています。また、必要に応じて『迅速診断』
を行い、手術中に情報を提供します。

薄切画像

パラフィンブロック 薄切切片

スライドHEスライド未染
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２．細胞診検査
　体腔や分泌物に脱落した細胞《喀痰、尿など》や、病変部から採取された細胞《気管支、乳腺、甲状腺、
膵臓など》についてガラス標本を作製し、染色を行った後、顕微鏡で細胞学的異常の有無を検索し
ます。最初は『細胞検査士』と言う資格を持った臨床検査技師が細胞のチェックを行います。『悪性
細胞』、『悪性を疑う細胞』、『良性・悪性のいずれとも判定しがたい細胞』が見られた場合は、病理
医が再度チェックを行い『細胞診断』を行います。

３．病理解剖
　患者さんが不幸にも亡くなられた際、必要に応じて御遺族承諾のもと、詳細な死因の究明や治療
法の評価のため『剖検（病理解剖）』を行っています。

　スタッフ
　　病理専門医・細胞診専門医　1名
　　臨床検査技師4名（細胞検査士2名含む）（いずれも臨床検査部兼務）

　最後に
　　病理部は、正確かつ迅速な組織診断、細胞診断をモットーに、病気の診断・治療に必要な部
　として常に的確で精度の高い検査を行うよう、日々努力しております。

尿中正常細胞 尿中異型細胞
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れ

新
患

外
来

に
つ

き
ま

し
て

は
、

午
前

1
1
時

ま
で

の
受

付
で

、
一

日
1
名

の
予

約
制

と
な

り
ま

す
。

＊
脳

神
経

内
科

：
午

前
の

み
の

診
療

で
予

約
制

と
な

り
ま

す
。

＊
眼

科
：
令

和
5
年

1
月

か
ら

常
勤

医
師

の
配

属
と

な
り

ま
す

。
＊

整
形

外
科

・
脊

椎
セ

ン
タ

ー
：
水

曜
日

の
診

療
は

、
「
脊

椎
セ

ン
タ

ー
」
の

み
と

な
り

ま
す

。
＊

総
合

診
療

科
：
令

和
5
年

1
月

か
ら

常
勤

医
師

の
配

属
と

な
り

ま
す

。
＊

診
療

医
師

が
交

代
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

医
師

を
指

定
さ

れ
る

場
合

に
は

、
事

前
に

お
電

話
に

て
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
＊

１
：
予

約
外

来
　

　
＊

２
：
予

約
外

外
来

 　
  

　

心
臓

・
血

管
外

科

眼
科

麻
酔

科

鈴
木

　
崇

文
医

員
（
第

2
週

）

幸
　

英
夫

准
教

授
(第

1
、

4
週

）
中

川
　

崇
志

医
員

(第
2
、

5
週

）

中
野

正
也

医
員

（
第

1
・
4
休

診
）

看
護

外
来

幸
　

英
夫

准
教

授
中

川
　

崇
志

医
員

中
野

正
也

医
員

吉
澤

哲
也

助
教

鈴
木

　
崇

文
医

員
（
新

患
）

松
本

和
則

特
任

教
授

フ
ッ

ト
ケ

ア

知
花

和
行

教
授

戸
田

正
夫

特
任

教
授

(第
4
週

)

日
曜

木
日

曜
水

日
曜

火
日

曜
月

知
花

和
行

教
授

（
新

患
）

原
澤

　
寛

特
任

教
授

（
新

患
・
振

分
）

伊
藤

　
紘

医
員

伊
藤

　
紘

医
員

（
（
第

5
週

）

金
曜

日

知
花

和
行

教
授

(第
1
週

)

原
澤

　
寬

特
任

教
授

原
澤

　
寬

特
任

教
授

午
前

原
澤

　
寛

特
任

教
授

　
(交

代
担

当
)

久
野

木
　

康
仁

医
員

佐
藤

愛
准

教
授

（
再

診
）

令
和

7
年

8
月

1
日

現
在

土
曜

日

後
午

前
午

戸
田

正
夫

特
任

教
授

（
第

1
,3

,5
週

）
【
膠

原
病

・
ア

レ
ル

ギ
－

外
来

】
リ

ウ
マ

チ
・
膠

原
病

科
医

員

知
花

和
行

教
授

（
新

患
）

呼
吸

器
外

科

原
澤

　
寛

特
任

教
授

(第
2
週

)

小
野

　
翔

也
医

員

佐
藤

愛
准

教
授

（
新

患
）

【
不

整
脈

外
来

】

糖
尿

病
・
内

分
泌

内
科

堀
江

康
人

教
授

（
予

約
患

者
の

み
）

伴
場

信
之

特
任

教
授

伴
場

信
之

特
任

教
授

中
谷

祐
己

准
教

授
伴

場
信

之
特

任
教

授
伴

場
信

之
特

任
教

授
中

谷
祐

己
准

教
授

中
谷

祐
己

准
教

授
伴

場
信

之
特

任
教

授
(第

２
週

）
中

谷
祐

己
准

教
授

(第
１

，
５

週
)

坪
山

　
峻

医
員

（
新

患
外

来
第

1
・
3
・
5
）

土
屋

智
裕

医
員

（
新

患
外

来
第

2
・
4
）

（
予

約
患

者
の

み
）

大
垣

圭
太

郎
医

員
（
第

2
週

）
頭

痛
外

来
（
第

2
週

）
専

門
外

来

巴
　

崇
講

師
（
第

4
週

）

清
水

理
葉

講
師

（
新

患
予

約
の

み
）

○
診

療
時

間
：
月

曜
日

～
土

曜
日

（
9
：
0
0
～

1
2
：
0
0
/
1
3
：
0
0
～

1
6
：
3
0
）

－ －

ド
ッ

ク
・
健

診
（
予

約
制

）

室
井

　
大

人
講

師

整
形

外
科

 ・
 脊

椎
セ

ン
タ

ー

永
島

隆
秀

講
師

（
筋

電
図

検
査

・
第

3
週

）

戸
田

正
夫

特
任

教
授

【
膠

原
病

・
ア

レ
ル

ギ
ー

外
来

】
福

島
史

哉
講

師

整
形

外
科

医
師

坪
山

　
峻

医
員

（
第

4
週

）

渡
邉

由
佳

准
教

授

須
田

雄
三

特
任

准
教

授

鈴
木

康
俊

教
授

吉
澤

哲
也

医
員

（
第

3
の

み
）

山
口

　
悟

教
授

大
江

真
人

医
員

小
曽

根
和

毅
医

員

地
域

連
携

入
退

院
支

援
セ

ン
タ

ー
T
E
L
:0

2
8
8
-

2
3
-
7
1
0
0

(直
通

)
F
A

X
:0

2
8
8
-

2
3
-
5
0
5
7

外来担当医一覧
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連携医療機関認定病院紹介　　しいな整形外科クリニック

　しいな整形外科クリニックは、獨協医科大学日光医療センターから
南に約21Kmの鹿沼市上殿町にあり、整形外科・リハビリ・リウマチ・
骨粗鬆症・アンチエイジングまで幅広い診療を行う地域密着型クリニ
ックです。敷地内はバリアフリーで段差がないため、お足元にご不安
をお持ちの方も安心してご利用いただけます。
　お薬で改善しきれない症状が、リハビリで改善できることも多いた
め、当院は「リハビリ」にも力を入れています。経験豊富な柔道整復
師・理学療法士による徒手療法に加え、最新機種を含む多彩な物理療法の機器をそろえているので、個々
の病状に合わせた最適なリハビリメニューを組み立てることができます。様々な治療選択肢があるた
め、きっとご自身に最適な治療がみつかることでしょう。
　最近では毎年１回ずつ当院主催の野球教室とバレーボール教室（現役プロ選手が講師）を開催し、
参加された小中学生に大変好評をいただいております。また、各種大会でのスポーツドクターも積極
的に行い、近隣のスポーツ活動をサポートしていくことにも注力しています。
　アットホームな落ち着ける雰囲気で、みなさまのためにしっかりと寄り添った医療ができればと考

えておりますので、何卒よろしくお願
いいたします。
　この地域におきましては先進医療の
ほかへき地医療、災害医療などにな
くてはならない医療機関の一つですの
で、開業医へのご助言を含めよろしく
お願いいたします。

編 集 後 記

　日光医療センターの病院広報誌をご覧いただきありがとうございます。4月に加わったスタッフたちも就職して
から半年が経過し、当センターの仕事内容にも慣れてきた様子です。より一層患者様一人ひとりに寄り添った医
療を提供できるよう、努めて参ります。今号では、心臓･血管･腎臓内科と病理部に関して、また連携医療機関認
定病院についてご紹介しました。これからも日光地域の皆様に信頼と安心をお届けできる病院を目指して日々努
力してまいります。今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　 (H.O)


